
                 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なんでも進んで学ぶ子ども ひとと仲よく助け合う子ども 

さわやかな笑顔の元気な子ども 

２ ０ ２ 6 年 １ 月 号 

（文責：校長 舟木志郎） 

長久小学校 
学 校 だ よ り 

がまん強くやり抜く子ども 

■「みどりを守る作文」表彰■ 

JA しまね女性部が主催する作文コンクールに、

３,４年生が応募し優秀な成績を収めた児童の表

彰式がありました。金賞の児童は先だって市の表

彰式に出席し作文の朗読もしました。 

 賞状やトロフィーの他、たくさんの記念品をい

ただきました。 

 緑に囲まれ触れることが多い長久小の児童です。作文を書くといった、「見つめ直す」「考え

る」「まとめる」ことを通して、行動する力も培っていきたいと思います。 

  

  ３学期目前の１月６日、島根県東部を震源とする地震があ

り、大田市も震度４を観測しました。新学期準備で職員室にい

た職員も、揺れる中、不安な表情を見せました。揺れが収まる

と校舎の点検やネットでの情報収集などであわただしくしてい

ました。 

２０２６年、令和７年度の第３学期がスタートしました 

幸い、新学期が始まっても児童の被災などの情報や、職員のけがや校舎の破損などもなく安

堵したものの、地域の皆様や保護者の皆様もご心配だったことと、お見舞い申しあげます。 

 

  １月８日、寒い朝となりましたがほとんどの児童が元気に登校して来て、３学期が始まりま

した。始業式では、次のことについて子どもたちに伝えました。 

〇インフルエンザや地震もあったものの、元気に登校してきたことをうれしく思います。 

〇地震などの突然の災害時、近くに大人の人がいて守ってくれるとは限りません。避難訓練

で学んだことを生かし、自分自身で身を守るとともに、高学年は周りの人を気遣う構えを

持ちましょう。 

〇16+18+16=50、３学期は３か月あるけど、登校するのは５０日（６年生は卒業するの

で４７日）です。ここで１年を振り返ってためた力、目標やめあて、希望をしっかり持つこと

が大切です。それぞれ進学・進級する４月に向けて取り組んでいきましょう。 

〇インフルエンザはまだ流行しています。雪や冷たい雨が降る日もあるでしょう。予防や対

策をしっかりして、毎日を元気に過ごしましょう。 

 



■１年生 昔からの遊びに挑戦！■  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■調理実習■ 

 ５年生から家庭科の学習が始まり、調理実習があります。５年生が「味噌汁」「ごはん」の調理実習に取

り組みました。 

 計画を立てて教科書を参考にして作業を進めました。「いりこ」の腹わたと頭をていねいに取ってだ

しをとりました。包丁さばきは、教科書の図解を見ながらのぎこちない動きの子もいましたが、手際よ

く小気味よい音を立てて上手に切る子もいました。自分たちでつくった味噌汁とごはんを美味しく食

べ、後の片付けも分担して手早く進めました。 
コンビニなどに調理済み食材が身近にあり

ます。ネットを探していると「包丁＆まな板は

使わない！」「包丁＆まな板なしでプロ級料理

ができる真実」という記事に出会いました。

（「Hugkum 」小学館、https://hugkum.sho.jp/423955 、同

429648） 我が家でもキッチンツールを使うこと

も多く、便利さは分かっています。でも一人暮

らしを始めた我が子には、包丁を一本とまな

板を用意させました。キッチンツールは用途が

限られその中では力を発揮します。しかし、使

いこなし次第で万能な包丁のようにはいきま

せん。包丁は、調理の基礎基本です。基礎基本

の上に専用の道具がある、このことは、学習の

スタイルと同じことだと思います。 

基礎基本がしっかり身についているからこそ、工夫が生まれたり、必要な道具や方法に気づいたり

するのだと思います。学ぶ姿勢や学び方を含め、各教科の基礎基本を大切にしていきたいと思います。 

ちなみに、記事のHPには、「子ども用包丁はいつから…（略）…」という内容も紹介されていました。 

一部の画像は鮮明度
を加工しています 

ご意見ご感想をお寄せください mail：to-nagahisas51@ed.iwamigin.jp 
学校 HPにも掲載しています  検索 🔍大田市立長久小学校 

 地域の皆さんにお世話になり、１年生が昔からの遊びに出会いました。

「やったことある」という遊びもあれば、「初めて」という子もいました。「け

ん玉」に「コマ回し」、「おはじき」や「ビー玉落とし」、「あやとり」や「お手玉

遊び」、「ゴムひも跳び」に「竹とんぼ飛ばし」、多くの遊びに出会いました。

上手にできた子も初めてでぎこちなさがあった子も、興味津々に取り組ん

でいて、地域の方の妙技に感心する場面もありました。 

 テレビゲームやネットゲームの多くは、受け身の刺激で引き寄せられます

が、これらの遊びには工夫や想像力をかきたてる能動的な刺激がありま

す。子どもの頃に経験した共通の遊びは、世代を超えてつながりを作って

いきます。生活の一コマに生き続けていて欲しい遊びです。 


